












































































































































































































































































































































































































































































































 その当時のお金としては、１軒当たり平均 400万円弱だったと思います。それが 60軒





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（石原） それこそ 38年かもしれません。 
 
（加納） そのときはやりました。アーケードは大きい問題ですが、現実的には難しいで
す。撤去するとなると後始末をどういうふうにするんだろうということがありますから、
難しいです。 
 
（藤田） 中央町に関しては、ビルの再開発でもない限りは話が起こることはないと思い
ます。 
 
（石原） 建物とくっついているんでしょうか。 
 
（藤田） くっついています。 
 
（加納） くっついていて、皆さんお互いにうまく補助していって、うまく関連していま
す。ですから、これを取ってしまうと、外壁も全部補修しないといけませんから大変です。 
 
（藤田） 外壁直して、排水直して、中には生活排水のトイがそこに流れていることがあ
ります。 
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１７．防火建築帯造成時の組合 
（高室） もう１件、共同ビルの話をいいでしょうか。共同ビルの話で、これはここです
る話ではないかもしれませんが、もともと防災街区をつくるときに組合をつくっておられ
ます。共同で何かしようというようなそういう組織になっていないのでしょうか。 
 
（加納） 組織になっていました。昔は共同ビルといいますか、ここの商店街でその組合
の人たちを中心にいろいろなイベントをやっていました。 
 
（高室） それは商店街の組合でしょうか。 
 
（加納） 商店街の組合です。共同ビルではありません。 
 ここは個々の家なので、共同ビルとしては何もしていません。 
 
（高室） 例えば共同ビルとして改装しようとか、こうしようという話でまとまることは
ないわけですね。 
 
（加納） ないです。実を言うと、５年ほど前からそういう組織をつくろうとしたのです
が、話をしていけばしていくほどむずかしいです。そんなことをやらんでもいいという人
が増えてきます。そこまでやるかと、そんな情熱はないよという話になります。ここを全
部壊して公園にしてとか、あれは新しく建てて人に貸して、病院みたいなものをもってき
てとかそんなことを皆さん言うのですが、なかなかそんな簡単にはいきません。年寄りで
一人暮らしをしている方もいて、「私は死ぬまでいます」と言いますから、どうにも説得
できません。そんな家が何軒もあります。 
 
（石原） 私が１人いたら絶対にダメですね。その金をどうやって返済するんですかとい
う話です。 
 
（加納） そうです。息子に共同でやれと言っても、息子もそんなの要らないと言われて
たら、年金だけで暮らしている人にそんなことができるわけがありません。そんな人がい
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っぱいいます。 
 
（高室） 共同ビルは個々にやっていくしかないということですね。 
 
（石原） たくさんくれとは言わないから、買い取ってくれて、外でお金をそれほどかけ
ずに住宅が確保できるのであれば、それだったらいいと、儲けたわけじゃないから、ごて
るつもりはないしとは言うけれども、「お前が金を出せ」と言われたら、「そんな、おれ
が病気をしたときに払ってくれるのか」と言うと思います。 
 
（加納） ですから、補助金もらってもある程度自分で負担していかなければいけない部
分があるので、それが難しいです。そういう感じです。二人暮らしとか一人暮らしとかけ
っこうあります。あるいは人に貸しているというのもあります。 
 
（高室） 例えば先ほどの話ではありませんが、若い人にテナントに入ってもらうという
ことになれば、１つ１つ説得してやっていくというのが主流になっていくということです
ね。 
 
（加納） そうです。 
 
（高室） 説得するに当たって、リーダーの方なりがそういう役をやりながらというイメ
ージになってくるわけでしょうか。 
 
（加納） そういうイメージです。この事務所は「まちづくりバンク」といいますが、前
の市長が、誰かそういう人たちがいて、ここを運営しながらそういう話を進める拠点にし
ようと始めはそうしたんです。そしてまちのいちばんの入口にここにこういうものをつく
ったんです。実は、民間の人が借りて商売をすることになっていたんですが、それをやめ
てくれと言って、市役所で借りて、そういうまちづくりをしたいからというのでここをこ
ういうふうにしたんです。実はそれが発端です。そういう人たちを入れて、そこに関わっ
てくださる人たちの活動の拠点にしたかったわけです。しかし、いろいろ問題があって、
いまはこういうふうになっています。 
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 やはりいろいろなことがあります。前の市長のビジョンは非常に良かったのですが、そ
んなことを言っても、耐震構造の問題もあるのにこんなところに来てそんなことをやって
もいいのかと言う人がいたんです。そういうところに、市の人たちを入れてそんなことを
してもいいのか、いつ壊れるか分からないのにと言うわけです。では、住んでいる人はど
うなるんでしょうかと我々は言いたいのですが、そういう議論があって、市会議員、特に
その市長に反対していた人たちから圧倒的に強く出ました。そんな人がそういう議題を出
して、ここでこういうことをやること自体を反対したんです。 
 
１８．氷見市における中心市街地に対する議論 
（藤田） 耐震はさほど大きな問題ではなく、そういう引っ張りたい気持ちがいろいろあ
った結果、そういう議論になっていったんです。 
 
（加納） 例えばマルシェなんかもそっちのまちづくりのほうから、特に最初は中央町を
中心に考えましょうということで進んできたんです。もちろん、橋がいま止まっています
から、ここの商店街の人が困るだろうから何かしなければいけないということもありまし
たが、そればかりではありません。 
 
（藤田） 中心市街地を何とかしなければいけないとか、共同ビルを何とかしなければと
いうのは特に前の市長は強く言っていました。商店街出身の市長さんですから、中心市街
地ということに関しては比較的力を入れるという気持ちでおられたのかもしれません。い
まは山の方になっています。 
 
（石原） 氷見は平成の大合併で合併しているのでしょうか。 
 
（藤田） していません。 
 
（加納） 高岡と合併するのは嫌だと反対したんです。あのころの高岡はまだそれほど変
になっていなかったんです。本当にしたほうがいいと言う人もいましたが、いまは国会議
員になっていますが、その当時の市長が、氷見は単独でやっていくと決断してやりません
でした。いま、高岡は借金がすごく増えていて大変なので、いまになって氷見は合併しな
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くて良かったとみんな言っています。 
 
（石原） 周りの町か村があったのかどうか分かりませんが、それと一緒になったという
のでもないのでしょうか。あのころはとにかくどこか一緒になっておかないことには、国
にいじめられて交付金やらを減らされるから、何でもいいからというのがありました。 
 
（加納） あると思います。 
 
（石原） それもないのであれば、氷見は素晴らしいです。 
 
（加納） 山から海までと氷見は広いんです。特に山のほうがものすごく広いです。石川
県との県境もずっと氷見です。やたら広いんですが、７割ぐらいが市街地に住んでいます。
あとはやまのほうにちょこちょこと散在しています。 
 
（石原） 私は徳島の田舎町に育ったのですが、一郡一市で群が１つの市になってしまい
まして、もう大変です。そんなことになると中心市街地の議論はできません。 
 
（藤田） 人口の割に規模が大きいなとかいろいろ疑問に思っていましたが、それはそこ
が大きいのかなと思っています。市民としても昔から氷見郡という氷見エリアの中心市街
地はここであるという共通認識がけっこうあったのだろうと思います。ですから、氷見と
いうのは地形的にもこのまちから放射状に谷筋が伸びていく形式になっていまして、です
から谷筋を降りていくとまちに着くという構造になっていますので、けっこう昔からそう
いう考え方が強かったのではないかと思います。ですから、ほかにあまり流出しなかった
という認識です。 
 いまでこそ高岡は近いですが、昔は山を越えるというのはなかなか大変です。低いです
が、標高 500メートルぐらいの山です。 
 
（高室） 「山からこちらに来られる」という表現がありましたが。 
 
（加納） ずっといったほうはけっこうひどいです。 
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（高室） ですから、ずっと上に上がったところまで広くいっているということで、そこ
から皆さん来られているということですね。 
 
（加納） そうです。 
 
（藤田） 高岡まで谷筋をまたがって行けるようになりましたが、それまでは降りてきて、
かつ向こうの山を越えるトンネルもなかったので、伏木を回って行っていました。 
 
（高室） 遠い気がします。 
 
（石原） 長時間、ありがとうございました。 
 
【了】 
